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仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

 

な
く
そ
う
差
別
！
運
転
免
許
証
の
本
籍
地
記 

仲
間
と
競
争
せ
ず
、
弱
い
立
場
の
人
と
共
に
団
結
し
て
闘
お
う
。 

期
間
雇
用
社
員
の
希
望
者
全
員
の
正
社
員
化
を
。 

め
ざ
せ
、
均
等
待
遇
、
な
く
そ
う
差
別
！ 

ユ
ニ
オ
ン
は
労
契
法
裁
判
に
勝
利
す
る
ぞ
！ 

 Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
！

 
未
来
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
も
見
れ
ま
す
。
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ユ
ニ
オ
ン
長
崎
で
検
索
！

 

  
 

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
夏
の
平
和
行
動
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
で
「
ピ
ー
ス
サ
イ
ク
ル
」

「
８
．
８
長
崎
集
会
」
共
に

３
年
連
続
中
止
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
の
他
の
行
動
は
例

年
通
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

支
部
が
参
加
し
た
７
７
回

目
の
長
崎
原
爆
忌
平
和
行
動

を
報
告
し
ま
す
。 

 

被
爆
７
７
周
年
原
水

爆
禁
止
世
界
大
会
長
崎

大
会 

 

開
会
総
会 

８
月
７
日
に
ブ
リ
ッ
ク
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
た
開
会
総
会

に
は
、
海
外
か
ら
の
参
加
者

も
含
め
８
０
０
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
若
い
世

代
の
参
加
も
目
立
ち
ま
し
た
。

特
に
近
年
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
る

ほ
ど
活
動
が
広
が
っ
て
い
る

「
高
校
生
平
和
大
使
」、
そ
し

て
平
和
大
使
の
活
動
か
ら
生

ま
れ
た
「
高
校
生
１
万
人
署

名
活
動
実
行
委
員
会
」
の
メ

ン
バ
ー
も
全
国
か
ら
多
く
参

加
さ
れ
ま
し
た
。 

海
外
か
ら
参
加
さ
れ
た
ゲ

ス
ト
の
ス
ピ
ー
チ
、「
被
爆
体

験
者
」
訴
訟
の
報
告
な
ど
が

行
わ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中

で
も
、
高
校
生
平
和
ア
ク
シ

ョ
ン
２
０
２
０
と
し
て
、
全

国
１
８
都
道
府
県
と
海
外
の

高
校
生
高
校
生
１
２
０
人
が

参
加
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
動
画

「
ピ
ー
ス
ブ
ッ
ク
リ
レ
ー
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
高
校
生
活
動
報
告
で

は
核
兵
器
禁
止
条
約
の
発
効

か
ら
１
年
に
な
る
今
年
１
月

に
公
開
さ
れ
た
「
ピ
ー
ス
ソ

ン
グ
リ
レ
ー
」
動
画
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
動
画
は

コ
ロ
ナ
感
染
で
従
来
の
活
動

が
制
限
さ
れ
る
中
で
新
た
な

形
を
模
索
し
、
撮
影
か
ら
編

集
ま
で
す
べ
て
高
校
生
が
行

っ
た
と
い
う
事
で
し
た
。 

ピ
ー
ス
ソ
ン
グ
リ
レ
ー
と

ピ
ー
ス
ブ
ッ
ク
リ
レ
ー
は
、

い
ず
れ
も
長
崎
市
公
式
チ
ャ

ン
ネ
ル
な
ど
で
見
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

総
会
は
大
会
基
調
提
起
が

大
会
事
務
局
長
か
ら
行
わ
れ

た
の
ち
、
原
爆
野
の
映
像
が

流
さ
れ
る
中
「
原
爆
を
許
す

ま
じ
」
が
黙
唱
さ
れ
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。 

 

分
科
会 

８
月
８
日
は
各
会
場
で
６

分
科
会
が
あ
り
、「
平
和
と
核

廃
絶
Ⅱ
」―

核
兵
器
廃
絶
と

東
北
ア
ジ
ア
情
勢
の
テ
ー
マ

で
開
か
れ
た
分
科
会
に
支
部

か
ら
も
出
席
し
ま
し
た
。 

６
月
に
ウ
ィ
ー
ン
で
開
か

れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
第
１

回
締
約
国
会
議
に
被
爆
者
や

多
く
の
市
民
団
体
が
参
加
す

る
中
、
日
本
政
府
は
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
参
加
も
否
定
し
て
い

る
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
で
日
本
か
ら
も
核
共
有

論
が
出
て
き
て
い
る
が
、
核

兵
器
は
戦
争
を
防
ぐ
ど
こ
ろ

か
核
武
装
国
に
よ
る
戦
争
開

始
を
後
押
し
し
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
と
指
摘
が
あ
り
ま

し
た
。 

閉
会
総
会 

８
月
９
日
の
「
被
爆
７
７

周
年
原
水
爆
禁
止
世
界
大

会
」
閉
会
総
会
は
、
約
８
５

０
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。 

山
下
和
英
実
行
委
員
長
は

「
昨
年
、
一
昨
年
と
通
常
開

催
が
出
来
な
か
っ
た
が
、
今

年
は
対
面
で
の
通
常
開
催
に

踏
み
切
っ
た
。
分
科
会
な
ど

に
若
い
世
代
が
熱
心
に
参
加

す
る
姿
も
見
ら
れ
運
動
の
継

承
に
も
期
待
が
持
て
た
」
と

述
べ
ま
し
た
。 

ウ
ィ
ー
ン
派
遣
第
２
４
代

高
校
生
平
和
大
使
の
ス
ピ
ー

チ
や
鹿
児
島
県
の
馬
毛
島
の

軍
事
基
地
化
の
特
別
報
告
が

あ
り
、
最
後
は
ナ
ガ
サ
キ
ア

ピ
ー
ル
が
採
択
さ
れ
閉
会
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
爆

心
地
公
園
ま
で
非
核
平
和
を

訴
え
な
が
ら
行
進
を
行
い
ま

し
た
。 

８
月
９
日
の
行
動 

７
時
３
０
分
か
ら
爆
心
地

公
園
に
あ
る
慰
霊
碑
で
行
わ

れ
た
「
朝
鮮
人
犠
牲
者
追
悼

集
会
」
に
参
加
。
献
花
を
行

い
、
長
崎
で
亡
く
な
っ
た
朝

鮮
人
の
方
々
を
追
悼
し
ま
し

た
。 そ

の
後
、
８
時
５
０
分
か

ら
原
爆
資
料
館
に
て
、
全
国

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
長
崎
市
長

宛
て
ピ
ー
ス
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

館
長
へ
手
渡
し
、
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。 

１
０
時
か
ら
は
、
爆
心
地

公
園
で
開
催
さ
れ
た
ピ
ー
ス

ウ
イ
ー
ク
市
民
集
会
に
参
加
、

原
爆
投
下
時
刻
の
１
１
時
２

分
に
黙
祷
を
行
い
こ
の
日
の

行
動
を
終
了
し
ま
し
た
。 

 

 

全労協・郵政産業労働者 

ユニオン長崎中郵支部 

機関紙「みらい」 
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期間雇用パート労働者の皆さん! 困リごとは職場の郵政ユニオンへご相談を。      

1 集-海江田, 2 集-向井, 3 集-山田, 支部・分会の役員へ。        


